
 

５月は仙台市教育委員会主催の「いじめ防止『きずな』キャンペーン」でした。仙台市では、いじめは決して許さ

れない行為であるとともに、どの子供にも、どの学校でも起こりうるものであることを認識し、いじめ防止のために

様々な取組を実施するために５月と１１月に「いじめ防止きずなキャンペーン」を実施しています。小松島小学校で

もその一環として、いじめ防止「きずな」宣言を確認し、一人一人自分なりの宣言も書き込みました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

６月には道徳の授業などを通して自分の宣言や行動を振り返り、 いじめは絶対にしてはいけないという思いを

新たにしていました。以下に振り返りの一例を紹介しますのでご家庭でも話題にしていただければと思います。 

 ・友達となかよくできた。これからは自分がされたくないことは友達にしない。 

 ・注意するときはやさしく注意するようにしていやな思いをさせないようにした。 

 ・とにかくいじめをしてはいけないということがわかった。これからはみんなが笑顔になることをしていきたい。  

 ・４つのことを守れたし、友だちとなかよくできた。これからは４つの中にないいいことをやっていきたいです。 

 ・ちょくせつ何もしていなくてもわらっていたりしたらいじめになることがわかった。 

 ・いじめがクラスからへっている。自分やともだちがいやだと思うことはほとんどない。ゆうきを出して「やめな

よ」と言ってみようと思う。 

 ・自分がいじめてない気持ちでも、あいてはいじめていると思っているかもしれないから気をつける。あいて

の気持ちを考えて行動する。 

 

  いじめ防止の取組として、今年度も年３回のアンケート調査を予定しています。１回目を先週までに行い 

ました。アンケートは実施後、すぐに担当者・管理職も確認し一人一人の子供の思いを共有しています。いじ 

めの訴えについては、内容をできるだけ早く把握し、対応できるよう努めていきたいと考えております。事実確 

認と解決に向けた指導の方向性については組織での対応を進めてまいります。また、児童から聞き取った内 

容等について、ことの大小に関わらず関係保護者様にお伝えします。このアンケートの内容だけに限らず、少 

しでもおかしいと感じたり、何か不安に思ったりすることがあれば、いつでも学校にご相談ください。 
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